
別添２

1 梶本　淑子
 カ ジ モ ト　   　ヨ シ   コ 高等女学校３年生であった１４歳の時、爆心地から２．３ｋｍ離れた

動員先の工場で、飛行機のプロペラ部品を作る作業中に被爆。

2 才木　幹夫
　サ イ キ　　　　ミ キ　 オ １３歳の時、爆心地から2.2km離れた自宅で、外出するため靴を履

こうとしたときに被爆。

3 迫田　勲
サ コ    ダ　　　イサオ

７歳の時、爆心地から北西に約１９ｋｍ離れた山中で、屋外での作
業後に放射性物質を含んだ「黒い雨」に打たれた。その後、２０２２
年４月に被爆者として認定された。

4 瀧口
タ キ グ チ

　秀
ヒ デ

隆
タ カ

4歳の時、 爆心地より 1.8km の自宅で朝食後、外にいたら飛行機
の音がしたため急いで帰り 玄関の引戸を閉めようとしたときに被
爆。

5 内藤　愼吾
 ナ イ  ト ウ　    シ ン   ゴ ６歳の時、爆心地から１．７ｋｍ離れた自宅で、庭にある防空壕の入

口で弁慶蟹を捕まえようとしゃがんだときに被爆。

6 脇
ワキ

舛
マス

　友子
 トモ     コ

3歳の時、母の実家がある安芸高田市から呉市の自宅へ汽車で戻
る途中、原爆投下により汽車が止まり、母に背負われ、線路沿いに
広島市内へ入った。
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